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会 議 記 録  
 

会議名称 第 5回社会教育委員の会議 

日 時 令和 5年 3月 29日（水）午後 2時 04分～午後 4時 04分 

場 所 中棟 4階 第 2委員会室 

出 席 者 委員 

塩練、小澤、荻上、南、檜枝、赤池、天野、笹井 

区側 

生涯学習担当部長、生涯学習推進課長、管理係長、庶務課計画担当係長、 

社会教育推進担当係長（社会教育主事）、 

教育連携担当係長（社会教育センター社会教育主事）、 

社会教育センター社会教育主事、管理係主査 

配付資料 ＜配付資料＞ 

1 令和 4年度第 4回社会教育委員の会議 会議記録（案） 

2 社会教育センター大規模改修工事期間延長に伴う対応について 

3 杉並区教育ビジョン 2022推進計画一部修正について 

4 今期検討内容のまとめについて 

5 「社会教育士の育成・活用」に関する区関係資料（抜粋） 

＜参考資料＞ 

・科学展示「月をみよう」 

・杉並サイエンスコミュニケーション 7号 

・すぎなみサイエンスフェスタ 令和 4年度事業報告書 

・企画展「すぎなみの消防史」 

・青少年委員だより 第 80号 

・令和 4年度 青少年委員実践集録 

・地域合同クラブ 2022年度 吹奏楽ワークショップ実施報告書 

・なみすく 2023春号 

・東京の地域教育 №148 

・みんなの幸せをもとめて 

・社教連会報 №92 

・公民館のしあさってはデザインのしあさって！？ 

・科学の拠点等の施設名称について 

・横浜市社会教育コーナー 社会教育士をキーワードとした養成講座の例 

・鳥取県公民館講座 

・神奈川県社会教育士会のご案内 

会議次第 Ⅰ 報告事項 

 1 会議録について 

 2 社会教育センター大規模改修工事期間延長に伴う対応について 
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 3 杉並区教育ビジョン推進計画一部修正について 

Ⅱ 協議事項 

 1 今期検討内容のまとめについて 

 2 次回について 

（意見要旨） 

○生涯学習担当部長 社会教育士の育成と、社会教育士を活用して学びをどう支援

していくかというテーマについて、いろいろなご意見やご協力を賜りたい。 

○議 長 17期杉並区社会教育委員の会議のまとめについては、社会教育士という

資格を社会教育の現場でどう導入し、活用していくかというところに着目した

い。社会教育士を適切に育成し、活躍してもらうことが大事になっていて、社会

教育委員として具体的な方向性を示すことが重要だと思うからである。 

人と人とが関わりあって、議論の中で、刺激し合って、成長していくのが社会

教育の基本的な原理だと思っている。社会教育の原理的なところに戻って、みん

なで関わり合って、刺激し合って、磨き合って、お互いに成長していくというこ

とがとても大事だ。 

高齢者、子育て中の方、青年たちの居場所の問題がクローズアップされて、社

会や、他者と接することで自分を磨く、他者と接することで自分をリカバリーす

るようなところが求められている。 

教育・学習活動として意味を持つためには、議論が生産的になるように、ファ

シリテート、利害の対立のコーディネート、プレゼンテーションが大事になって

くると思う。社会教育の専門職員が介在してファシリテートするその場面で大事

になるのが社会教育士であると思う。そうした社会教育士の活躍の場を具体的に

考えておくことが必要ではないか。学びの支援について、社会教育士を支える体

制、推進体制、地域の人々の学び合い、支え合いとの関わり、社会教育施設、地

域に開かれた学校との関わりが大事になるのではないか。 

○社会教育推進担当係長 社会教育士は大事だが、資格より、機能、作用、行動パ

ターン、人に関わる部分が大事だと思われる。現実的に、社会教育士的な、ある

いは社会教育士のような機能や作用をしている人々が増えていくことが望まし

く、結果として、社会教育士の資格を持っている人が増えていくのではないか。 

○委 員 学びはイコール地域で暮らす、生きるということ。学びは学び、地域づ

くりは地域づくり、学校教育は学校教育、社会教育は社会教育みたいな壁を、横

軸の発想で壁を超えるところをまとめの中でも打ち出していけるのではないか。

社会教育施設と学校施設の壁を超えるところを、要素として、こだわりとして入

れておく。活動、実践活動されている方と社会制度の壁を超えるところが何かつ

くれるのではないか。 

○議 長 沖縄の公民館の館長が「公民館は人が集まることによって公共性ができ

る場所だ」ということを言っていた。行政の場合、特に目的の位置づけ、意義、

目的を具体化するものが公共だという意識があるが、目的がなく、みんなが集ま

ってくるところが公民館の公共性の原点だという話があった。目的を設定してや

ると考えると壁ができる。公民館は、無目的なところが新しい、ボトムアップの

公共性ができるというところという話だった。 

○委 員 社会教育士というのは、縦とか横のラインではなくて、いわゆる斜めの

ラインをどうつくっていくかが大事だと思う。もう一つは、社会教育士の方々が

杉並の中でやる活動をジョイントしていくということが大事だと思う。 
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○委 員 何ができるのか分からないけれども、何かの役に立ちたい、生きがいを

持ちたいという方たちを、社会教育士がつなげ、意識のないモヤモヤした気持ち

をすくい取ってもらえるようになるといい。誰に相談したら、自分たちの活動が

生きるのかというのが分からなくて、言葉にならない悩みを抱えた、不安を抱え

た人たちの救いの場になるような仕組みができるといいと思う。 

○委 員 社会教育的な視点を持って、いかに公共を良くしていくかという役割を

担う人が区役所内の幾つかのセクションに増えていくという発想を盛り込めたら

いいのではないか。これまでの学校は教えることが仕事で長年やってこられた

が、社会教育は違う。「みんなのしあわせを創る杉並の教育」というキャッチフ

レーズを題材に各学校で話合いをしているが、要は一つの解を導くために誰かが

教えるということではなく、話しあう場は学校でも地域でも既に至るところにあ

り、みな実践している。そのため、営みの見える化は非常に重要。行政からだけ

でなく、別のかたちで発信していくというのも一つの手立てだと思う。 

○委 員 今何が大事なのかということを考えると、これまでの社会というのは閉

ざされた強固な結びつきの枠組みがはっきりしていたが、これからはより開かれ

た社会になる。結びつきが緩やかになって、ボーダーレスを目指す社会に変化し

ていくその移行過程において移行を促進させる作用が、社会教育士というものが

入ることによってできる可能性があると思う。社会教育士はその移行を促進する

ためのツールという考え方があるのではないか。 

自分が社会教育士を取ったとして、コーディネート力、ファシリテーション能

力、プレゼンテーション能力を高めることができる力が自分についたと仮定した

ときに、自分が最も変化するべき場所はどこかと考えると、多分家庭だと思う。

こういったコーディネート能力とかファシリテーション能力とかプレゼンテーシ

ョン能力があるということは非常に役に立つと思う。こういう力を高めることに

よって社会全体、杉並の人たちがよくなるということは、多分間違いがない。 

ただ、結果を測る指標をどうするかが、非常に難しくなる。社会教育士の人た

ちが活躍するフィールドはバラバラで、例えば、廃村とか農村の活動では、SDGs

というものをベースにしたときに、いろんな方向性があるから、そのフィールド

によってみんな違ったことをしていて、一括で見たときに非常に指標化しづらい

ことは一側面であると思う。 

ただし、開かれた社会に移行していくときの指標として何があるかと言えば、

例えば杉並区に住んでいる人たちが自分たちの生活はウェルビーイングに基づい

ている、ポジティブである、前向きである、生きやすい、つながりを感じる、そ

ういったものだと思う。そこで高い数値が出せるようになってくれば、そういう

ものがジワジワ効いてきているということが一つ言えるのではないかと思う。計

画の先を見据え、念頭には置いておく必要があると思う。 

具体的に杉並区が社会教育士というものを進めていこうとした場合にどういう

指標の取り方があるかというと、例えば社会教育士という資格の勉強を始める前

の自分と、取った後の自分の変化というものをどう捉えるかというのはあると思

う。自分がそういう変化をしたことで何を社会に関して働きかけるようにできた

か、自分の周囲の人にどういうポジティブ性を提供できたのか、その提供を受け

た人がさらにどう変わったのか、波及効果を測ることはとても大事と思う。 

○議 長 世の中すごく流動的になってきて、特にコロナのインパクトというのが

あって、もう一遍リ・デザインするというのは、これから大きく重要になってく

るのではないか。そのキーパーソンみたいなのが社会教育士なのではないか。 
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○委員 実際やっているものや、こんなことをやろうかなと思っている人がそれを

実践できるように関わっていく人が、社会教育士ではないか。日頃から、地域で

やっている方たちをつなぐ役をやる仕事が必要。だから、実際には、資格を持た

ずにやっている人たちをもっと生かしていく役かなという感じがする。 

〇生涯学習担当部長 団塊の世代が定年退職を迎えようとする頃、幻の構想で「ま

ちなか駐在員構想」というものがあった。これは、定年退職した管理職経験のあ

る区民に、自宅で活動の場だとか活動ノウハウの悩み相談に応じてもらい、一定

の報酬を支払うというもので、雇用政策的な一面もある構想だった。社会教育士

とは違うが、区長部局から垣根を越えてやっていこうとする構想が当時出てきた

ことは、一つの示唆に富む面があったのではないかと思う。社会教育士の活用は

これからというところなので、小さく産んで大きく育てるというように、長い目

で見ることが大事だと思っている。 

○委員 「社会教育士の活用」というところになるのか、社会教育士を増やそうと

いうところなのか、そこにつながるまとめになっているのかを意識したほうがい

いのかが気になった。「まちなか駐在員」ではないが、例えばＰＴＡの人がＰＴ

Ａの札を首から提げていると、比較的学校に自由に出入りできる。例えば社会教

育士もしくは社会教育支援委員、すぎなみ社会教育支援員みたいなものがある

と、まちなかのいろんなところの出入りがしやすくて、第三の居場所みたいなの

が増やせて交流が生まれやすくなるとか、ちょっと仕掛けみたいなのがあった方

がいいのではないかと思った。活用とか数を増やすみたいなところにつながるこ

とを意識するなら、例えばそんなアイディアもあると入れてみてもいいのではな

いだろうか。 

○議 長 それは認証行為とか登録行為を入れるということか。社会教育士を登録

制度、バッジ、身分証明書などを持つという趣旨か。 

○委 員 増やしたいとか活用したいという強度が強ければ、認証制度的な意味合

いが強くなってもいいのではないか。それがプラスの方が多ければ。ただ、一方

で認証制度的なものをつくるとデメリットも多いし、運用が大変みたいなことも

あると思う。 

○委 員 伝達士というか、共有の場をつくる発想を持った上で活動をする職員、

専門職員という、対話とかバズセッションみたいなもの自体が学びであるという

ようなことを緩やかに共有するという指標が一つあるといいのかなと思った。 

○議 長 社会教育士の資格を持っていること自体が有意義だと、共通認識を持つ

ことも大事だし、それを何か認証することもとても大事と思う。それでもマネタ

リーにはならないので、社会教育士が地域づくり、福祉、若者支援、防災など、

コアの専門性があって、しかも、ジェネラリストとしてファシリテーションやコ

ーディネーションやプレゼンテーションを専門にやりますというふうになると強

いと思う。 

○委 員 昨年度の出生数が80万を切って、1億2,000万分の80万ということは、

0.6％、杉並区の人口が50万人ぐらいとなると、杉並区で計算すると約3,000人し

かいない。現在、公立中学校にいる子どもたちが三千数百人、それは子どもの数

からすると、大体7割か7割弱なので、それを単純に計算すると、十数年後の中学

校の子どもの数は、2,000人を切る。2,000人を切ると、1校平均すると、100人も

いない。そういう社会が、もう十数年後に来てしまう。小学校で考えると、7年後

には、多分3,000人しかいないことになってしまう。今、多分小学校の1学年は大

体6,000人から7,000人ぐらい、これが半分近くになってしまう社会が6年か10年後
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ぐらいに来るといったときに、今ある指標はもう役に立たないのではないか。そ

ういう指標で、数字でもって、何人来たからいいとか何％あったからいいとかと

いうふうに考えていくと、逆に自分で自分の首を絞めていくのではないか。 

そのときに、満足度ということを考えて、それをどういうふうにして測る在り

方を考えていくか。区として、何らかの形で考え、それを捉えた上で、社会の中

のいろんな活動が社会教育と意味づけをして、そこの活動者をどう捉えていく

か。 

例えば、すぎなみ大人塾を修了、卒業した方たちの中で自主的な活動をつくっ

ている。すぎなみマイスターみたいに、活動のノウハウとかを示して、ある種の

人材バンクの中に、社会教育士というのを位置づけしていくというのが、これか

らの在り方として、数をただ増やすのではなく、土壌部分をどうやってならして

いくかというのが大事だと思う。 

○委 員 すでに保育園、幼稚園で閉園しているところもある。0歳児が今年埋まら

ない。危機感を持っている保育園の先生方は、今、一生懸命活動をされている。

満足度指標はすごく大事なことだと思っているが、それに回答する人たちは多分

年配の方だと思う。子どもをこれから産む、あと、数年後に産む年齢になるとい

う人たちは、そこに書かないと思う。そうすると年配の方たちに向けて満足度の

高い施策をしてしまい、結局子どもを産まない杉並区になっていってしまうとい

う悪循環に陥る可能性があるのではないか 

○生涯学習推進課長 社会教育士になった人に本当のコーディネート力だとかプレ

ゼン能力だとかファシリテーション能力を身につけていただくということが、育

成の一番重要なところだと思っている。既に活動を実践されていて、活動してい

る方が社会教育士の資格を持つことで、活動がやりやすくなる仕組みをうまくつ

くっていくことが重要だと思う。そして、リニューアルになった社会教育センタ

ーでどのように具体化できるのが重要なところだと思っている。そのよりどころ

がこのまとめになると思っている。 

○議 長 本日もいろいろご意見をいただいて、実りある議論ができたと思う。時

間を過ぎたので、本日はこの辺で閉会にする。 

 

 


